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摘 要 

地域生活学研究会 地域 や 生活 キ ワ 何 形 関わ あ 富山大学 研

究者 学部 学科 垣根 超え メンバ 参画 い 研究会 2009 年 誕生 い い 冊

子体 3号 会 刊行 2013年 装い 新 機関 活用

恐 く日本初 完全無料型 ン クセ 査読付 電子 ャ あ 地域生活学研究

JIRCL: Journal for Inter-disciplinary Research On Community Life 再出発  

成果発表 機会 限 う 若く意欲的 研究者 大学院生や任期付 用 非常勤研究職

方々 経済的負担 掛 迅 成果 公表 機会 確保 地域 貴 人材

ン 活動 い 方 NPO 方々 行政 職員 皆 声 広く 映

査読付 学術 目標 い 研究者やそ 人 地域 様々

活躍 い 方 広く投稿機会 設  

 

 

地域生活学研究 編集方針 

(2013 年 10月 4日制定) 

 

1. 投稿 際 、会員 必要 、掲載料 払

う必要 あ ませ  

研究者 人々 論文 発表 実績

積 く 学会

会費 払 会員 い 投稿資格 得

会員 く 投稿

既 組織 所属 い 人 書 雑

紀要や年報 原稿 理後 掲載料 徴

雑 研究者

いう い 時点 常勤

大学教員や研究職 い方 多い う

経済的 厳 い人 多い 本

そ 方々 成果発表 機会 広 う

電子 ャ  

2. 誰 投稿 ます 

本 富山大学附属図書館 機関

活用 運営 い ン クセ

型 電子 ャ 学者 く

富山大 所属 い く 学会会員

く 地域生活学研究会 ン

論文 報告 成果物 掲

載 雑 NPO 活動 い 方

成果報告や新聞記者 方

材成果 公表 福祉 関わ 方 現場

報告 告発 問題提起 適

手続 則 い 掲載  

3. 投稿者 専門分野 問いませ  

学会 場合 そ 学会 あ 特定 専

門家 逆 いえ そ

人以外 投稿

本 違い 緩や 人文科学や社
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会科学 想定 い 限定 い

断的研究 萌芽期 実験的

試 広く 入  

4. っ た学術出版物 す 

本 逐次刊行物 い

学術出版物 Print ISSN: 

2186-9022；Online ISSN: 2432-1133 本 へ

掲載 研究者 業績 査読付

論文 ン 成果物 富

山大学 機関 ほ 2017年

新 J-Stage 公開

Google Scholar ほ 国立情報学研究所

サ チ ン ン CiNii, JAIRO 通

全国 大学や研究機関 検索 閲覧可能

 

5. 報性 日本一高い査読誌 ます 

投稿い い 原稿 査読 概 1 ヶ月以内

行 修正依頼

や 非常 高 理 校正

済 原稿 富山大学 機関

活用 公開日 明記 公表

知的先行 方 心強い雑

 

6. 論文 価値判断 、後代 委 ます 

通常 査読 査読 際 当該学会

学術的価値 含 質的 評価

逆 いえ 新 い 学会

載 う 古い見識 専門

家 そ 納得 く 掲

載 投稿 専門的 あ

え 却 そ 新 い研究 芽 摘

う あ 知 本

特定 論文 質や価値 主 審査

対象 そ 公表 後

閲覧者 決 本 査読

投稿者 自 主張や研究目的 対

検証手続 方法論や筋立 あ 部

目的 合 適 方法 い

主張 裏 根拠 適 示

い 論理的破綻 い 文法的 誤

い い 問わ 科学論

文 必要 基礎的 約束事項 部

主 審査  

皆 意欲的 投稿 待 い

 

(2017 年 2月 6日改訂) 

 

 


